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ー 教  材
1 教材ハ児童ノ実際生活ヨリ適当ナルモノヲ採択補充スルコト 2 教材ハ基礎的ノモノヲ採択
スルコト 3 発見的,創作的教材ヲ補充スルコト 4 応用的,練習的教材ヲ補充スルコト
ニ 教  授
1 各教科ニツキ児童ノ自習スヘキ教材 卜教師ノ教授スヘキ教材 トヲ区別シ,之ヲ細ロニ明記シ置
クコト 2 児童ノ自カニテ学習シ得ル教材ハ自ラ学習セシメ,教師ハ適当ナル補導ヲ典フルコト
3 教材ヲ児童ノ経験二結合セシメ,興味ヲ以テ学習セシムルコト 4 各教科二適応スル学習法
ヲ研究シ,之力指導訓練ニツトムルコト 5 児童相互ノ研究ヲ奨励スルコト 6 応用練習ノ機
会ヲ多カラシムルコト 7 実験観察ハ単二証明的二止メス,尚一層発見的性質ノモノヲカ日味スル
コト(中略)9 校外教授,遠足及旅行等ノ際ハ具体的方案ヲ立テ,自発的活動ノ誘起二留意スルコ
ト 10 児童ノ成績ハ単二教師ノ参考二止メスシテ,児童ノ反省考慮ノ資料タラムルコト (中略)
三 設備及ヒ経費  (中略)














カセシムヘシ 三 修身科教授ノ徹底ヲ図ル ト共二,他教科ノ教授二際シテモ徳性ノ涵養二留意シ,
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特二其ノ実践,指導二カヲ用フヘシ 四 児童生徒ノ個性ヲ尊重シ,之二適応セル訓練ヲ施スヘシ(中



































































「      ―,教 育 主 張
『我が我に働 く』,F自己の中に自己を写す』,『即ち自我はその本質として自己の作用を対象とし






























































































































































































































































































































































































































A,教 練 1,集合 2,整頓
B,体 操 1,挙腫 2,頭後
躍 6,呼 吸 7,自 由 (スベリ台,ブランコ,シー ソー其他)
C,遊  戯   競  技 1,バスケットボール及バスケットお手玉 2,猫 々
二,指導順序 1,集 合 2,教 練 3,体 操  個別又は一斉 4,自 由 5,遊 戯
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静かにして下さいと役員に制せられて急に我にかへる。中台 斎藤君は鈴木君を味方に買収した。
○いや僕の方へ手をあげなさいとは言はない。△いやいひました。あっちへは入るかと進めました。
○いやた 聞ゞいただけだと二人の間に押問答が起っが,大問題にならず落着 く。会長 又同数にな
りました。どうしますか。一生会長も数の中に入って居ますか。入って居ます。中台 先生方の賛




たい,よく考へて何かの方法で決めたらい でゝせう。中台 進退に困っている問題ですから, どう
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代表者会議 運 動 会
















































































































































































































































































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 31巻 第 1号 (1989)     141
と顧慮するからのことである」(1081と述べ,学習成立の起点に身体の運動を見,それが故に身体の健













































日・耳 。鼻),胸・腹 。手 (指・甲・掌 。爪),足(踵・趾 。膝)(2)それらの機能の大要 (3)身体
の内部にあるもの一脳 。胃・腸 。肺・心臓 (4)それらの機能の大要 (5)衛生上注意すべきもの一食
物・運動・睡眠・空気・姿勢 俯)上記のものを調べていく受領方面の学習としての予想 a 観察
一人体模型。人体生理掛図・各自の身体 b 読解一読本第二〇『オクスリ』第二一『ロト耳 卜口』
巻三第六『ゆびのな』三八第二五課『胃とからだ』修身巻―・巻二の「タベモノニキヲツケヨ」「カ
ラダヲヂャウブニセヨ」雑誌良友『食物のたび』 C 聴解―衛生に関する教師の訓話 d 思考
― (観察・読解・聴解にもそれぞれ思考することがあるが,其の他の場合として)特に身体の実測
より来る数量的生活の問題解決としての思考―メートル・センチメートル・グラム。キログラム (D
同上表現方面としての予想 a 文章表現一学習事項の綴文 b 絵画表現一模型より来る説明的





















































(1)a 外の方から内の方へ (毛一皮一肉―骨) b 頭―くび一胸―腹一手―足 それぞれの











































































































































































































































































































































代 時 賃 充 代 時 設 建 代 時 礎基
?
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121 復 刻 『自由教育 6』「解説」 宣文堂書店 pp 3～5
③ 同 前 p6
は)竹之下休蔵 岸野雄三『近代日本学校体育史』東洋館出版社 昭和34年 p122
(5)同 前 p122






































































同 前 p p85～93(写真2)は,『自由教育真義』による。
同 前 p98
前 掲 「解説」 p10









同 前 p lo4
同 前 p lo5
同 前 p lo5
同 前 p lo5
同 前 p lo5
































掲書 「解説」 pp245～2 1参照)
長野県で修身科の教科書を使用せずに授業を行った同女子師範附小訓導の川井清一郎に対し,県当局が休職
処分とした。
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10同前 p129
1501 同 前 p129 傍点筆者
60同前 p129
6)同 前 pp129～130 傍点筆者
lall 同 前 p130 傍点筆者
150 『日本新教育百年史』第1巻 玉川大学出版部 昭和45年 p163
1551『構案法による学校体育』教育研究会 pl





6む 同 前 p72～74
Gり 同 前 p103～146
側 同 前 p82～88
60同前 p l13






160  同  前  p159
60同前 p160
10同前 p165(表8)は,p249ヤこよる。
t〕 同 前 pp194～195
921  F]  百t p199
1731同前 pp200～201
170 同  前 pp202-203
170  同  前  pp203-204
90同前 pp205～206
1771 同 前 p207
90 同 前 p208(写真3)は,同書による。
1701  F]  高t p200
00同前 pp209～210
0'同前 pp210～211
18)  F]  高t pp285
00同前 p287
00 同 前 pp300～3 4
18「Dl  同  前  pp305-306
180  F]  百t p309
00同前 pp310～311
1881同前 pp323～24






国芳 前掲書 第2巻 p362)杉崎には,「大正年間における新教育の発足―長野師範附小研究学級の経過
概要」のほかに次のような諸論がある。「読方の診断及び治療」(『信濃教育』大正14年10月 第468号),「国
語研究の一方面J(同前誌 大正14年12月 第470号),「正確と速度の併用査定について」(同前誌 大正15年
■月 第481号),「小学児童一日の各時に於ける精神作業力J(同前誌 昭和8年8月 第490号),「両大戦間
に於ける独逸教授界の動向」(昭和16年4月 第654号)「体練並びに健康教育の心理学的諸問題」(昭和17年
9月 第671号)等の論文がある。
00 「大正年間における新教育の発足」月ヽ原国芳 前掲書 第2巻 p236 所載
なお,『信濃教育』仰召和27年10月号 第790号)にも所載されている。
0か 同 前 p237(表9)は,小原国芳 前掲書 p234による。
00 「大正期信州の『新教育』的教育運動と自樺派教員」 石戸谷哲夫 門脇厚治編『日本教員社会史研究』亜
紀書房 1981年 p253
00 「研究学級の経過」梅根悟 海老原治善 中野光編『資料日本教育実践史 1』 三雀堂 1979年 pp349～350
傍点筆者
09同前 p350
00 「長野師範学校附小での報告J大正14年3月29日 同前 p374
197)同 前 p350
00  F司  盲t  p350
00同前 p350
QO 同 前 p368
個)「信濃教育会総会での報告」大正13年6月21日 同前 p352
t∽ 同 前 pp352～355
佃,同 前 p370
tm同前 p371
m 「長野師範学校附小での報告」 同前 p368
t∽ 同 前 p372
C00 同 前 p373
側&同 前 p372
tい 同 前 p372
tm 「研究学級の経過」同前 p349
tl)同前 pp349～350





側 同 前 p422
tl,同前 p423
tけ 同 前 pp423～424
側 同 書 pl
(2)同前 pp 2～4
t2,同前 p26
側 同 前 p26
t閉 同 前 p26
12'同前 p26
閉 同 前 p27
閉 同 前 p27
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t20同前 p31
側 同 前 p34
硼 同 前 p35
0'同前 p38
43)同前 pp35～36
帥 同 前 p38





t勤 同 前 p47











同 書 明治図書 pp197～198
t40同前 p199
tり 同 前 pp199～120
側 同 前 p64
tい 同 前 p4





Q齢 同 前 pp67～68
鰤 同 前 p67
t勤 同 前 pp89～0
t耐 同 前 pp142～143
1貯 同 前 p203
硼 同 前 p229
t6)同前 p303
t働 帝国教育界編『小学教育の最近研究 全国師範学校附属小学校の最近研究』南北社 大正6年 pp558～59


















Q60 同 前 pl                             ′
m同 前 02
t60同前 pp 4～8
m 同1 前 p140





t71 同 前 pp 3～5 傍点筆者
m 同 前 p4
なおこのほか川口英明の実践があるが;房Jの機会に触れているので,ここでは割愛したとこの点について
は拙著『日本ファシズムー下の体育思想』(不昧堂出阪 19Vtt pp54～56)を参照されたい。
その他の参考文献
拙 論「わが国における自由主義体育思想の研究(II)」鳥取大学教育学部研究報告(教育科学)第18巻第2号 1昭
和51年
拙 著『日本近代体育の思想構造』明石書店 1988年
(平成元年4月20日受理)
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